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2
0
2
2
年
12
月
の
生
物
多
様
性
条
約
第
15
回
締

約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ＊

15
）で
新
た
な
世
界
目
標
で
あ
る

昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組（
Ｇ
Ｂ

Ｆ＊

）が
採
択
さ
れ
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
自
然
を
回

復
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
生
物
多
様
性
の
損
失
を
止

め
反
転
さ
せ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ（
自
然
再
興
）」
が
掲
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
わ
が
国
は
2
0
2
3
年
3
月
に
、
新
し
い

生
物
多
様
性
国
家
戦
略＊

を
世
界
に
先
駆
け
て
策
定
し
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
実
現
と
、
こ
の
た
め
に

2
0
3
0
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を
健
全
な

生
態
系
と
し
て
効
果
的
に
保
全
す
る
目
標（
30
by
30

目
標
）を
掲
げ
た
。
同
目
標
の
達
成
に
は
、
国
立
公

園
等
の
保
護
地
域
の
拡
張
に
加
え
、
里
地
里
山
、
企

業
緑
地
、
都
市
の
緑
地
等
の
身
近
な
自
然
な
ど
、
Ｏ

と
も
に
、
同
サ
イ
ト
を
発
展
的
か
つ
確
固
た
る
制
度

と
す
る
た
め
に
、
2
0
2
3
年
夏
ご
ろ
か
ら
法
制
化

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
た
。
具
体
的
に
は
、
環
境

大
臣
の
諮
問
を
受
け
、
中
央
環
境
審
議
会
自
然
環
境

部
会
の
も
と
に
「
自
然
再
興
の
実
現
に
向
け
た
民
間

等
の
活
動
促
進
に
関
す
る
小
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、

検
討
作
業
が
行
わ
れ
た
。
同
委
員
会
に
は
、
経
団
連

自
然
保
護
協
議
会
の
西
澤
敬
二
会
長
を
は
じ
め
経
済

界
代
表
に
も
委
員
と
し
て
参
画
い
た
だ
い
た
。
そ
し

て
、
同
委
員
会
に
お
け
る
検
討
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

2
0
2
4
年
1
月
30
日
、
中
央
環
境
審
議
会
は
答
申

を
行
っ
た
。

生
物
多
様
性
増
進
活
動
促
進
法
案
の
概
要

同
答
申
を
踏
ま
え
、
2
0
2
4
年
3
月
5
日
に

「
地
域
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
の
増
進
の
た
め
の

活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
案
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
。
同
法
律
案
に
基
づ
く
主
な
措
置
事
項
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

⑴
増
進
活
動
実
施
計
画
等
の
認
定
制
度
の
創
設

一
つ
目
は
、
企
業
等
が
、
里
地
里
山
の
保
全
、
外

来
生
物
の
防
除
、
希
少
種
の
保
護
と
い
っ
た
生
物
多

様
性
の
維
持
・
回
復
・
創
出
に
資
す
る
「
増
進
活
動

実
施
計
画
」
を
作
成
し
、
そ
れ
を
主
務
大
臣
が
認
定

す
る
制
度
の
創
設
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
共
生
サ
イ

ト
認
定
制
度
の
進
化
版
で
あ
る
が
、
違
い
は
、
場
所

に
ひ
も
付
い
た
活
動
計
画
を
認
定
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
将
来
に
わ
た
り
場
所
の
保
全
を
担
保
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
場
所
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
実
施
す
る

か
が
重
要
と
な
る
。
よ
っ
て
、
場
所
に
ひ
も
付
い
た

活
動
計
画
を
認
定
す
る
制
度
と
し
た
。
ま
た
、
自
然

共
生
サ
イ
ト
で
は
、
す
で
に
生
物
多
様
性
が
豊
か
な

場
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
増
進
活
動
実
施
計
画
等

の
認
定
で
は
、
生
物
多
様
性
を
回
復
・
創
出
す
る
活

動
も
対
象
に
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

生
物
多
様
性
の
損
失
を
抑
え
る
施
策
と
そ
の
向
上
を

図
る
施
策
の
両
方
を
推
進
し
、
生
態
系
の
健
全
性
の

回
復
に
つ
な
が
る
企
業
等
の
活
動
を
促
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
市
町
村
が
取
り
ま
と
め
役
と
な
り
地

域
の
多
様
な
主
体
と
連
携
し
て
行
う
活
動
を
「
連
携

増
進
活
動
実
施
計
画
」
と
し
て
主
務
大
臣
が
認
定
す

る
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
生
物
多
様
性
地
域
連
携

促
進
法
に
お
け
る
連
携
計
画
作
成
制
度
の
進
化
版
で

あ
る
。
一
つ
目
の
制
度
と
比
較
し
て
、
よ
り
面
的
に

地
域
の
保
全
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

法
律
上
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
認
定
を
受
け
た
者

は
、
そ
の
活
動
内
容
に
応
じ
て
、
自
然
公
園
法
、
自

然
環
境
保
全
法
、
種
の
保
存
法
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
、

外
来
生
物
法
、
森
林
法
、
都
市
緑
地
法
に
お
け
る
手

続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
・
簡
素
化
と
い
っ
た
特
例

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

⑵
生
物
多
様
性
維
持
協
定
制
度
の
創
設

生
物
多
様
性
保
全
活
動
の
継
続
に
は
土
地
所
有
者

等
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
連

携
増
進
活
動
実
施
計
画
」
の
認
定
を
受
け
た
市
町
村

等
は
、
土
地
所
有
者
等
と「
生
物
多
様
性
維
持
協
定
」

を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
創
設
す
る
。

こ
の
協
定
を
結
ぶ
と
、
土
地
所
有
者
が
変
わ
っ
て
も
、

協
定
の
効
力
は
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
り
、
長
期

的
・
安
定
的
に
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
が
法
律
案
の
主
要
な
内
容
で
あ
る
。
同
法
律

案
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
例
え
ば
、
第
三
者
か
ら
の

支
援
を
募
る
「
支
援
証
明
書
」
の
仕
組
み
や
、
保
全

活
動
に
対
し
て
有
識
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
、
活
動
内
容
の
見
え
る
化
な

ど
、
様
々
な
施
策
に
よ
っ
て
、
政
府
と
し
て
企
業
等

の
活
動
を
後
押
し
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
元
年
」

と
い
わ
れ
た
。
こ
の
時
代
の
う
ね
り
を
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
法
制
化
に
よ
っ
て
、
企
業
等
に
よ
る
ネ
イ
チ

ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
活
動
を
さ
ら
に
促
進
し
て
ま
い
り

た
い
。

＊
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本
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ペ
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の
設
定
・
管
理
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
わ
が
国
の
生
物
多
様
性
は
、
過
去
50
年
に
わ
た

っ
て
損
失
し
続
け
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
国
土

全
体
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
生
物
多
様
性
を
増
進
す
る

こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
現
在
、
特
に
企
業
を
中
心
に
、

生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た
取
り
組
み
が
加
速
化

し
て
い
る
。
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
企
業
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
情
報
の
開
示
を
求
め
る
動
き
が
活
発

化
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
2
0
2

3
年
9
月
18
日
、
生
物
多
様
性
分
野
を
対
象
と
す
る

自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス（
Ｔ
Ｎ

Ｆ
Ｄ＊

）の
開
示
枠
組
み
が
公
開
さ
れ
た
。
加
え
て
Ｇ

Ｂ
Ｆ
に
お
い
て
も
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
15
と
し
て
、
事
業

者（
ビ
ジ
ネ
ス
）お
よ
び
金
融
機
関
に
対
し
、
生
物
多

様
性
関
係
の
情
報
開
示
等
を
求
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
国
内
外
の
動
き
を
踏
ま
え
て
、
環
境
省

で
は
「
民
間
等
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性

の
保
全
が
図
ら
れ
て
い
る
区
域
」
を
「
自
然
共
生
サ

イ
ト
」
と
し
て
認
定
す
る
制
度
の
運
用
を
2
0
2
3

年
度
か
ら
開
始
し
た
。
ま
ず
は
2
0
2
3
年
中
に
1

0
0
カ
所
以
上
を
認
定
す
る
と
の
目
標
を
掲
げ
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
2
0
2
3
年
前
期
で
1
2
2

カ
所
、
後
期
で
62
カ
所
の
、
計
1
8
4
カ
所
を
認
定

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
運
用
開
始
早
々
、
特
に
企
業

か
ら
多
く
の
認
定
申
請
が
あ
っ
て
目
標
を
達
成
で
き

た
こ
と
か
ら
も
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
実
現

に
向
け
て
、
今
後
、
企
業
等
は
ま
す
ま
す
重
要
な
役

割
を
果
た
す
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
企
業
等
の
活
動
を
さ
ら
に
促
進
す
る
と

環
境
省
自
然
環
境
局
長

白しらい
し石
隆たかお
夫

自
然
共
生
サ
イ
ト
の
法
制
化

＊
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